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１．試験目的 
  光触媒を塗布した陶板の窒素酸化物（ＮＯｘ）の除去性能を確認する。 
 
２．試験場所  愛知県産業技術研究所 
  
３．試験方法 
  試験方法は、図-1 に示す試験装置におい

て、反応容器に試験体を設置し、一定濃度

のＮＯガス（約 1ｐｐｍ）を流通させ、反応

後のＮＯｘ（ＮＯ、ＮＯ2）濃度を測定して、

除去性能を評価する。 
  試験条件を、表-1 に示す。 

表-1 試験条件 

項目 条件 
試験温度 ２２℃ 
試験ガス 窒素酸化物（ＮＯ＋ＮＯ２） 
相対湿度 50％ 
流量 毎分 0.5 リットル 
紫外線照射条件 ﾌﾞﾗｯｸﾗｲﾄ 20Ｗ×2 本 
紫外線強度 1ｍＷ／ｃ㎡ 

 
４．試験体 

  試験体に使用した材料を、表-1 に示す。 
また、写真-2 に試験体を示す。 

表-1 試験体使用材料 

品 名 規格・材質等 
光触媒付陶板 寸法：225×74×27 

材質：磁器質 
釉薬：親水性釉薬 
光触媒：JN ｺｰﾄ(10g/㎡塗布) 
    ｱﾊﾟﾀｲﾄ被覆二酸化チタン

 
５．試験結果 
  試験結果を、表-2 に示す。 

表-2 試験結果 
窒素酸化物濃度（ｐｐｍ） 

試験体名 
[a]紫外線照射なし [b]紫外線照射あり ＮＯｘ除去率*1 

光触媒付陶板 1.03 0.66 36％ 

*1：ＮＯｘ除去率＝（[ａ]－[ｂ]）／[ａ]×100 
 
６．考 察 

  上記試験結果の如く、光触媒付陶板は、ＮＯｘ除去率 36％を示し、良好な結果が

得られた。 
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図-1 試験装置概要図 

写真-1 試験体写真 


